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■■  ははじじめめにに  
放射線治療は、外科的手術、化学療法と並ぶがん治療

の1つである（Fig.1）。現在、日本人の2人に1人はがんに
罹患すると言われており、そのうちの30 %が放射線治療を
受けている。人体の約6割が水で構成されていることから、
放射線治療では「水吸収線量」という物理量で患者への投
与線量を管理している。水吸収線量計測の不確かさは、
腫瘍制御率および正常組織の障害発生率に大きな影響を
与えるため、水吸収線量計測の不確かさの低減に努める
ことは重要である。 
 産業技術総合研究所（以下、産総研）では高エネルギー
光子線の水吸収線量標準の供給を2013年に開始した。こ
のとき、基準照射野は10 cm×10 cmに設定されている。し
かし、今日の放射線治療では、より小さな照射野で治療す
る技術が普及しており、不確かさの増大が懸念されている。
そこで私の研究では、コンパクトグラファイトカロリーメータ
と、２種の電離箱線量計を用いて水吸収線量校正定数を
計測し、その評価を行った。 
 
■■  活活動動内内容容  
1. コンパクトグラファイトカロリーメータを用いた絶対線

量計測 
 計測器の正確さを比較の連鎖によって国家標準までつ
なげる仕組みをトレーサビリティ体系という（Fig.2）。産総研
はトレーサビリティ体系の頂点に位置し、放射線計測では
グラファイトカロリーメータを国家標準器として使用している。
このグラファイトカロリーメータと同じ基本構造を持ち、現場
校正用として開発されたコンパクトグラファイトカロリーメー
タを用いて水吸収線量の絶対線量を計測した。 
 
2. 電離箱線量計の校正 
 電離箱線量計は、放射線と空気との電離作用を利用して
放射線による電離量を計測する検出器である。本研究で
は、下記2種類の電離箱線量計を校正した。 
 
 Exradin A11電離箱線量計 

コンパクトカロリーメータと同じ有感体積を有するため、
動径方向の線量分布を補正する必要がなく、不確かさの
低減が見込めることから、仲介標準電離箱線量計としての
有用性を調査した。（収集直径：20 mm、有感体積：0.62 
cm3） 

 

 IBA FC23-C電離箱線量計 
 上記線量計の比較対象として、ショートファーマ型の電
離箱線量計を使用した。（長軸：9 mm、有感体積：0.23 cm3） 
 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
 施設 

測定は産総研に設置されている医療用リニアックを使用
して行った（Fig.3）。 
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